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様式第３号（第４条関係） 

 

会     議     録 

 

１ 附属機関等の会議の名称 

   篠山市脊椎動物化石保護・活用委員会 

 

２ 開催日時 

   平成３１年３月１５日（金）午前 10時 00分から午前 11時 15分まで 

 

３ 開催場所 

   西紀老人福祉センター ２階 健康教育ホール 

 

４ 会議に出席した者の氏名 

 (1) 委  員 樋口清一、三枝春生、武信美鈴、堀毛宏章、内堀幸造、赤松一也 

 (2) 執行機関 篠山市教育委員会事務局 文化財課 

 課長 村上由樹、係長 植木友、主査 山本有子、化石保護技術員 奥岸明彦 

 

５ 傍聴人の数 

   ０人 

 

６ 議題及び会議の公開・非公開の別 

全て公開 

 

７ 非公開の理由 

該当なし 

 

８ 会議資料の名称 

平成 30年度篠山市脊椎動物化石保護・活用委員会資料  

 

９ 審議の概要 

 

（１）開会 

 

（２）あいさつ 

 

（３）役員選出 承認 

    委 員 長 樋口 清一 氏 

  副委員長 堀毛 宏章 氏 

樋口清一委員長より就任あいさつ 
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（４）議事 

１）報告事項 

     平成 30年度事業報告について（事務局説明） 

 

   委   員： 太古の生きもの館に来館される人の反応はどうか。 

   事 務 局： 展示スペースが小さいため、来館者の中には驚かれる方もいる。一方で他

府県から来られた方には興味をもたれる方もいる。 

   委   員： 太古の生きもの館はあまり知られていないように思う。並木道中央公園に

来られて、施設に寄られる方が多いのか。 

 事 務 局： フィールドミュージアムの看板を見て来られる。小さなお子さんで毎週来

られる方もいる。 

 委   員： 公園に太古の生きもの館の表示はあるか。 

   事 務 局： 建物自体に「太古の生きもの館」の表示はある。 

   委   員： 他府県から来られる方の割合は把握しているか。 

   事 務 局： 把握していない。来館された時の雰囲気で他府県からの来館者だと感じる

ことはある。 

   委   員： 北海道むかわ町の広報に記事を掲載されているが、篠山市の広報には記事

を掲載していないのか。 

   事 務 局： 定期的な掲載枠はない。並木道中央公園が四半期ごとに発行するパークラ

イフには太古の生きもの館のコーナーを設けてもらっている。 

  

  ２）協議事項 

     平成 31年度事業計画について（事務局説明） 

 

   委   員： 宮田の重点保護区域での発掘作業とはどのような作業か。 

   事 務 局： どの層から化石が出てくるのか調査したい。 

   委   員： 宮田は貴重な化石が出るのか。 

   事 務 局： 貴重な化石が出ると思う。平成 31年度の発掘調査は貴重な化石が出るかど

うかの予備調査として行うものである。 

   委   員： 登録市民ボランティアは１１名登録されているが、実際に活動されている

人は限られている。ボランティアの人数を増やさなければ、事業を進めるの

は難しいと考える。 

   事 務 局： ４月号広報にボランティア募集記事の掲載を予定している。また、登録い

ただいているボランティアへの働きかけは必要だと考えている。 

加えて、中学生にも発掘調査に協力してもらえないか検討している。昨日

も隣接する西紀中学校の生徒に授業を行ったが、生徒の中には発掘調査に参

加したい生徒もいる。若い人たちの力も借りたいと思っている。 

   委   員： ボランティア活動は発掘調査が好きでないとできない作業なのか。 

   事 務 局： ボランティア活動に対し構えてしまわれている。入り口の敷居が高いのか

もしれない。 

   委   員： ボランティアの方がおられないと事業が進まない。市内の人にイメージが
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広まっていないのではないか。もっとＰＲできればと思う。広報を活用した

ＰＲも検討すべきではないか。 

   委   員： 広報に特集を組むことは可能ではないか。 

   委   員： 篠山市の市名変更ＰＲに合わせ、市には篠山層群という地層があることを

情報発信できればいいのではないか。 

   委   員： 市民は篠山層群という貴重な地層の上で生活していながら、化石について

もう一つ盛り上がっていない。 

   委   員： 川代トンネルの石の処理はどのようになっているのか。 

   事 務 局： トンネルの石は継続して調査している。調査後の残土は宮田での処分を考

えている。 

   委   員： 残土処分の作業に中学生を参加させるのか。 

   事 務 局： 迷っているところである。中学生の発掘調査については事前に訓練する必

要性を感じている。トンネルの石を活用して訓練を行っていいか。 

   委   員： いいと考える。 

   事 務 局： 作業については、参加したい意思のある生徒に行ってもらうつもりである。 

   委   員： 生物クラブのようなものはあるのか。 

   事 務 局： クラブ活動はないが、ボランティアグループがある。10名ほどのやる気の

ある生徒に参加して欲しいと考えている。 

   委   員： 最近は子どもの数が減っているので、クラブに人が集まりにくい。 

   委   員： 子どもの頃から興味を持って作業に参加することはいいことだと思う。 

 

（５）その他 

  ・市名変更に伴う施設名称の変更について 

 

   委   員： 市名変更に伴い、施設の案内表示をやり替えられると思うが、その際に丹

波並木道中央公園の入り口付近などに新たに案内表示を設置することはでき

ないか。 

   事 務 局： 案内表示の設置については検討したい。 

 

（６）篠山市脊椎動物化石保護条例に基づく重点保護区域（宮田）の現地見学 

 

（７）閉会 

 

以上 

 


